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要旨 

 

今日の世界では、国、地域の境界を越えて、人、モノ、情報などが大量、かつ迅速に移動し、

さまざまな面で世界の統合が起きている。この現象はグローバル化と呼ばれ、変化している世界、

地域社会はグローバル社会と呼ばれている（當作 2014）。また、青木（2016）によると、インター

ネットとモバイル・テクノロジーの爆発的普及は、物理的な距離に関わりなく、人と人とのつな

がりを可能にした。教育のグローバル化が推進され、高等教育機関に在籍する学生の国境を越え

た移動も大幅に増加している。グローバル化の影響で、日本へ留学する学生が増えている。しか

し同時に、日本の大学に在籍する留学生と日本人学生が対話をする機会が少ないことも問題に

なっている。佐藤ら（2011）は「留学生はしばしば留学生だけでかたまっているので、日本人が

話しかける機会も少ないし、また緊張したり、恥ずかしかったりして話しかける勇気がもてなかっ

たりする」（p.149）という日本人大学生のコメントを紹介している。留学生と日本人とのコミュ

ニケーションの機会が増えない理由は、留学生が異文化コミュニケーション力を十分に身につけ

ていないからだと推測できる。せっかく留学しても、実際に日本人と日本語で接する機会が少な

いと、コミュニケーション能力が容易には身につかない。 

一方、日本国内の大学で外国語を学習している日本人学生には、外国語に慣れ親しむ環境が少

ない。楊・李（2012）によると、日本で中国語を学習する場では、「実践できるリアルな言語環

境が欠けている」（p.83）という。周りに留学生がいる国際化が進んだ大学では、留学生がその母

国語を生かし、日本人外国語学習者とお互いに学びあう言語環境を活用できることが望ましい。

大学内において留学生と外国語を学習している日本人学生が、学び合いながら異文化交流できる

機会を作り出すことが求められているのである。本研究では、このようなニーズへの回答として、

両者の第二言語の実際使用場面を増やす、タンデム学習を提案する。稿者は大学院 1 年の時、第

二言語学習支援研究に興味を抱き、タンデム学習の研究を始めた。タンデムは次のように定義さ

れている。 

 

タンデム（Tandem）とは二人乗りの自転車を意味するが、言語教育・学習の分野において

は、母語や熟達言語の異なる 2 人が、ペアで互いの言語学習を手助けするシステムを言う。 

山本(2013:54) 

E タンデム（eTandem）とは、母語の異なる 2 人がペアになり、インターネットを介して、

互いの言語や文化を学び合うという学習形態のことである。 

脇坂(2013:1) 

タンデム学習について、小林（2016）は日本国内におけるタンデム学習の現状を概観し、その

意義と新たな可能性を考察した。先行事例の中には、タンデム学習の原則である互恵性と学習者

オートノミーに沿っていない授業実践が見られたものの、E タンデムが外国語の授業環境をスタ

ンダートに変えることができることが明らかになっている。しかし、対面式タンデムと E タンデ

ムの両方を併用した学習活動についてその過程を分析・考察し、成果を批判的に論じた研究の蓄

積は現在のところ非常に少ない。 

本論文は、対面式タンデムと E タンデムの両方を援用した学習活動（ワークショップ）の分析
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と考察である。研究課題は、1）参加者はどのような学びを得たか、2）参加者は活動に対しどの

ような評価をしたか、3）対面式タンデムと E タンデムの改善点は何か、の三点である。参加者

は、対面式タンデムとEタンデムに参加した日本語学習者3名と中国語学習者3名のペアである。 

本論文で得られた主な結論は以下の通りである。 

1） 予備調査のタンデム活動実践における効果や問題点を明らかにした。 

2） 学習者の学びは「言語的学び」「タンデム学習方法の学び」「学習ストラテジーの学び」「社

会的な学び」という 4 種類の学びが明らかになった。 

3） 学習評価では、1）タンデム学習には有用性があり、高い満足度が得られていること 2）学

習時間および頻度に多様な評価が出たこと。3）全員（6 人）がコーディネーターの役割に

高い評価をしたこと。4）タンデム学習の利点と弱点が明らかになった。 

4） 改善点として、「時間設定」「素材」「E タンデムの種類変更」「フィードバック」という 4

つを挙げ、提案をした。 

本研究で残された問題点はタンデム学習と教室内の学習において学習者の心理状態の違いにつ

いては解明することができなかった。この点を、今後の実践研究の課題としたい。 
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